



























「貼雑年譜」では、大正九年～大正十三年がひとつの期間としてまとまっている。この間 「大阪時事新報記者」 、 「日本工人倶楽部書記長」 、 「郊北化学研究所支配人」 、 「弁護士事務所手伝」 、 「大阪毎日新聞広告部員」という職に就いている。数え年で二十七歳から三十一歳である。
乱歩は大正十一年二月に、郊北化学
研究所支配人の職に就き、池袋に転居している。乱歩は後半生を池袋 おく




















































































［幕が開くと舞］メランコリックなそれでゐてどことなく蠱惑的な神圣をかきむしる様な靜かなオーケストラが暫く續いて幕が開く。オーケスト はそのまヽ續く舞台は一面の暗黒、その中央に只一点の光るものが踊ってゐる。それが踊る女である。丈高く、豊満な蠱惑｛的｝な肉体の女、只一枚の薄い寛■濶な衣［絹］を纏ふ。その衣は薄絹の表面■一面に銀の鱗を並べた様なもので、 前、左、右の三方から強烈な青色の光線を投げると、踊るに随って蛇の鱗 様に艶めかしく、物凄く光る。舞踊は矢張り蛇の踊りといった感じのものでなけれはならぬ。始めはゆるやかな［ステ］普通のステージダンスあるが、看物が、その正常さに厭きて来る頃から 常規を失した狂的 舞踊に変る。 ［ ので］ 充分に嬌態を演じて、大い 肉慾を挑発する程、この劇 効果が増すのである。 ［少くも］二十分位はこの舞踊を續け度い。オーケストラは勿論その間適当な伴奏をつけねばならぬ。以上の外は凡て、｛舞台監督が｝この劇全体の感じを現すに適当と思ふ様に工風して貰い度い。舞踊が一渡り済むと舞台 極めて徐々
に明るくなり始める。完全に明るくなるまでに少 も一分｛間｝は費して欲しい。明るくなった舞台は■｛黒い｝カーテンで｛小さく｝区切られた、六畳位の感じのする、■■■離れ座敷である。廊下などは劇の効果の上から態とはぶく。普通の舞台の様に軒だと 縁側だとかをつけないで、六畳の間を｛前面の｝柱の所から眞直ぐに切り下し 様に見せる。上手の壁には窓が開いて障子が閉ってゐる。正面は｛■■｝床の間と■■■押入れ、床の間には一寸立派な本箱に金文字の背表紙が光ってゐる その傍に机も置いてある隅に衣桁が在り、一二枚衣類がかけてある。下手の壁には前方に半 の出入口が り 茶室風の襖が閉ってゐる。上手によって夜具が布かれ 前方 顔を見せて次郎が寝てゐる。氷嚢が頭のせられてある。その側に公子がうつむいて新聞を読みふけってゐる。次郎は軽微な肺病患者、変態性欲 持主、学校を休んで養生の体、公子は平凡な併しどこか下品な娼婦的な所の 、｛豊満な肉体の持主｝顔は余り美しくない。注意すべきことは｛踊る女と同一人物
といふことがすぐ分る様な
装でなけ
ればならぬ。ことである｝舞台が半ば明るくなる頃から次郎は物凄い唸り声を発す 。公子は次郎の夜着に手をかけてゆり■覚す。次郎の意識が明瞭になると同時に舞台も明るくなり切る。公「次郎さん、どうかしたの、え？」と次郎の顔をのぞき込む様にする。次暫く無言の後漸く意識が回復様な声で「姉さん、こヽに居たのかい」公「え、 うよ■。あな 、何だか大変うなされてヽよ。 夢を見たの？」暫し沈黙か續く、次郎は姉の顔を厭悪に耐えぬ様に横目でにらんでゐる。次「姉さんは僕の部屋へ来ちやいけないつていつたぢやないか。早く出て行つて下さい。 」公「そんな事云ふもん くつてよ。姉さんは次郎さんの御介抱に来たんぢやありませんか。 」次「僕は子供ぢやないんだ ［そん ］下らないこと云はないで下さ 。 」沈黙次郎起き上る次「早く行って下さいったら。 」［公子黙って涙ぐんでゐる。 ］公■腹立ちに涙ぐんで
「次郎さんはなぜそんなに私を嫌ふの」次■■■何とも云へぬ厭悪の情 うろく
し乍ら「何んでもいヽから早く。
うるさい■ったら」公■泣き度 のを辛抱し乍ら「うるさいですつて、それやあんまりだは、 ［何が気に入らなくて］何 う みがあってそんなひどいことを ふ 、いくら次郎さんだって、その訳 聞かなけや私承知しないわ、さヽいつ 御覧なさい、さあ」と涙声になる。次「 ［ つもいっ るぢやないか。 ］訳なんぞあるもんか。僕は病気なんだ。アヽ苦しい」姉がそれでもじっと■自分を見つめて涙ぐんでゐるのを見 もうたまらくなり、そはにあった薬瓶を取って公子の顔になげつける。瓶は公子の■そむけた顔をかすめて後ろ 壁に当りみじんにくだける。 ［公子の顔にかすり傷が出来て血が少し計り出る］公子かすり傷を負って「アレッ」といつて夢中で部屋の外へ逃げ出す ｛次「出戻りめざまを見ろ」 ｝ ］次郎は の去ったあとを釘づけにされた様に見入ってゐる。舞台は又徐々に暗くなる。 ｛ ［静かな］







どんなに苦労してゐるか、こんなことがあっては私は義理が立ちません。お前も少し私の心を察しておとなしくして呉れなくっちゃ困って了ふじやありませんか」次郎話の半ばから吃驚した様に起上り■｛しけ子｝の方を［向いて］向い 、［言葉せはしく問い掛ける］ ｛しはらくして｝はけしい眼で｛しけ子｝を見つめなから［てゐる。 ］ ［から］低い かも太い声で言葉せはしく「義理ですって」次「お母さん、あなたは僕等に永い間かくしてゐたんですね」と｛しげ子の顔を｝のぞき込む様にする。しげ子はギョッと［して］する、云ってはならぬことを口走ったといふ体で、話を他に■そらさう どぎまぎする。次郎は尚じっとしげ子を見つめる。そこへあわたヾしく女中が入り来り敷居の上から女「■アノ、奥様、旦那様が御呼びで厶います」し■「ア、そうですか、で 次郎、よく気を沈めてね、あまりうろ
く
する






















































げられました。ぴあＭＯＯＫ『東京歴史迷宮散策』 、 「東京人」増刊「豊島区を楽しむ本」 、エイムック「池袋本」 、などで乱歩邸が紹介されています。また、いしたにまさき『あたらしい書斎』 （インプレスジャパン）では土蔵が、伊垣尚人『ノートは友だち！３』 （教育画劇）では「貼雑年譜」が紹介されています。
▽二〇一三年春も乱歩邸は工事をして
います。立教大学六号館に面した南側の塀が生垣になります。また西側の道路に面した塀を新しくします。五月には完了の予定です。
（落合）
